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○平成２６年３月に公布された「道路法の一部を改正する法
律」及び「道路法施工規則の一部を改正する省令」により、
２ｍ以上のすべての橋梁に関し、５年ごとの近接目視による
点検が義務付けられています。

○平成３０年度に発注した点検診断業務で、村山市が管理し
ている全ての橋梁の、１度目の法定点検及び診断が終わり
ました。以後、継続して実施します。

○これらの結果を元に、橋梁個別施設計画を作成し、
計画的な架替・補修を実施していきます。



Ⅳ 緊急措置段階
構造物の機能に支障が生じている、又は生じる可能
性が著しく高く、緊急に措置を講ずべき状態。

Ⅱ 予防保全段階
構造物の機能に支障が生じていないが、予防保全
の観点から措置を講ずることが望ましい状態。

Ⅲ 早期措置段階
構造物の機能に支障が生じる可能性があり、
早期に措置を講ずべき状態。

Ⅰ 健　　　　　　全 構造物の機能に支障が生じていない状態。

○橋梁点検の判定区分は次のとおりです。

健 全 性 の 診 断 区 分
区　　　　分 状　　　　　　　態
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西新町橋 ﾆｼｼﾝﾏﾁ 新町南１号線 1974 13.6 7.0 H26 Ⅰb
的場橋 ﾏﾄﾊﾞ 村山駅東沢線 1962 5.0 9.4 H26 Ⅰa
大沢橋 ｵｵｻﾜ 村山駅東沢線 1962 5.0 9.0 H26 Ⅰa
蓬田橋 ﾎｳﾀ 楯岡名取線 1958 3.0 4.3 H30 Ⅲ 主桁に広範囲の剥離・鉄筋露出が確認される。

湯沢橋 ﾕｻﾞﾜ 北町湯沢線 1978 4.3 7.0 H26 Ⅰa
長面橋 ﾅｶﾞｵﾓﾃ 楯岡長瀞線 1972 16.1 6.5 H27 Ⅱ 床版にひび割れ、剥離・鉄筋露出が確認される。

横巻橋 ﾖｺﾏｷ 楯岡北河島線 1997 7.5 11.8 H26 Ⅰa
桜町橋 ｻｸﾗﾏﾁ 桜町住宅線 1968 3.9 5.3 H30 Ⅱ 主桁及び下部工に剥離・鉄筋露出が確認される。

十二神社橋 ｼﾞｭｳﾆｼﾞﾝｼﾞｬ 河原加藤次線 1984 5.7 10.5 H26 Ⅰa
山下橋 ﾔﾏｼﾀ 河原加藤次線 1983 4.5 27.7 H26 Ⅰa

道田橋 ﾄﾞｳﾃﾞﾝ 東新町東５号線 1973 8.1 8.2 H30 Ⅱ
主桁及び下部工に剥離・鉄筋露出が確認される。
床版下面に広範囲の遊離石灰が確認される。
防護柵に腐食による孔食、減肉が確認される。

道田南橋 ﾄﾞｳﾃﾞﾝﾐﾅﾐ 東新町東５号線 1972 5.6 15.0 H30 Ⅱ 頂版に剥離・鉄筋露出が確認される。側壁にひび割れが確
認される。ガードレールに変形・欠損が確認される。

俵堰橋 ﾀﾜﾗｾﾞｷ 俵町線 1972 12.5 3.6 H26 Ⅰa
灰塚橋 ﾊｲﾂﾞｶ 楯高西南線 1968 5.6 3.3 H26 Ⅱ 橋台に竪壁に剥離・鉄筋露出が確認される。

カラメドウ橋 ｶﾗﾒﾄﾞｳ カラメドウ畜産団地線 1984 8.8 4.0 H26 Ⅰa
大沢川橋 ｵｵｻﾜｶﾞﾜ 笛田桜町線 1968 4.7 3.5 H26 Ⅱ 地覆に剥離・鉄筋露出が確認される。

渋田橋 ｼﾌﾞﾀ 新町作野線 1981 11.4 7.0 H26 Ⅰb
江迎東橋 ｴﾑｶｴﾋｶﾞｼ 東新町南８号線 2002 6.6 16.0 H26 Ⅰa
江迎橋 ｴﾑｶｴ 東新町東１号線 1982 11.7 3.0 H26 Ⅰa
北町一丁目橋 ｷﾀﾏﾁｲｯﾁｮｳﾒ 北町西線 1973 16.1 4.0 H30 Ⅱ 主桁、横桁、床版、下部工に剥離・鉄筋露出が確認される。

伸縮装置本体の変形と、ゴム材の劣化が確認される。

小谷地川橋 ｺﾔﾁｶﾞﾜ 駅西第２公園線 2000 5.3 5.0 H26 Ⅰb

小谷地橋 ｺﾔﾁ 駅西第１公園線 1972 13.5 5.0 H30 Ⅱ
床版、地覆に剥離・鉄筋露出が確認される。支承部の沓座
モルタルに欠損が確認される。排水管に腐食による著しい
変形・欠損が確認される。

作野橋 ｻｸﾉ 市民会館西線 1978 4.9 4.3 H26 Ⅰa
中沢極楽橋 ﾅｶｻﾞﾜｺﾞｸﾗｸ 中沢裏線 1977 7.4 5.3 H27 Ⅰa
中沢河原橋 ﾅｶｻﾞﾜｶﾜﾗ 中沢裏線 1958 5.0 3.7 H26 Ⅱ 防護柵にひび割れが確認される。

向原橋 ﾑｶｲﾊﾞﾗ 行川向原線 1992 16.5 4.0 H26 Ⅰa

桧橋 ﾋﾉｷ 林崎行川線 1973 18.4 8.0 H30 Ⅱ
下部工に欠損が確認される。伸縮装置本体の変形と、ゴム
材の劣化が確認される。排水管に腐食による著しい変形・
欠損が確認される。

中沢橋 ﾅｶｻﾞﾜ 中沢北線 1979 5.2 3.0 H26 Ⅰa

赤石橋 ｱｶｲｼ 沼田赤石線 1971 15.7 6.5 H30 Ⅱ
伸縮装置本体の変形とゴム材の劣化が確認される。ガード
レールに著しい変形・欠損が確認される。排水管に腐食に
よる変形・欠損が確認される。

赤石橋(2) ｱｶｲｼ 赤石境ノ目線 1995 18.2 7.0 H30 Ⅰb
中宿橋 ﾅｶｼﾞｭｸ 湯舟沢線 1981 5.2 4.0 H26 Ⅰa

大原口橋 ｵｵﾊﾗｸﾞﾁ 大原口線 1985 18.3 8.5 H30 Ⅰa
H27年度実施
支承補修（金属用溶射）
排水管補修、再塗装

補修履歴
所見等
※変状・損傷の概要
※判定区分Ⅱ以上を記載

点検
実施年度

橋梁全体の
判定区分

道路橋名 フリガナ 路線名
架設年次
（西暦）

橋長
（ｍ）

幅員
（ｍ）
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補修履歴
所見等
※変状・損傷の概要
※判定区分Ⅱ以上を記載

点検
実施年度

橋梁全体の
判定区分

道路橋名 フリガナ 路線名
架設年次
（西暦）

橋長
（ｍ）

幅員
（ｍ）

日市場橋 ﾋｲﾁﾊﾞ 日市場線 1964 5.0 3.7 H26 Ⅱ 床版に剥離・鉄筋露出が確認される。

高来沢橋 ｺｳﾗｲｻﾜ 本飯田東裏線 1968 3.7 3.7 H26 Ⅱ 地覆に変形・欠損が確認される。

宮沢橋 ﾐﾔｻﾜ 本飯田東裏線 1968 3.5 2.6 H30 Ⅲ
床版に著しい剥離・鉄筋露出及び鉄筋の腐食が確認され
る。
主桁に鉄筋露出が確認される。

五十沢東橋 ｲｻｻﾞﾜﾋｶﾞｼ 五十沢南線 1968 6.0 3.5 H26 Ⅰa
五十沢西橋 ｲｻｻﾞﾜﾆｼ 五十沢南線 1968 2.7 4.6 H30 Ⅰa
拝見橋 ﾊｲｹﾝ 赤石拝見線 1997 14.0 5.0 H30 Ⅰb
沼田橋 ﾇﾏﾀ 沼田赤石線 1968 4.4 8.8 H30 Ⅰa
中屋敷橋 ﾅｶﾔｼｷ 袖崎駅東線 1968 5.6 8.7 H30 Ⅰa

浮沼観音橋 ｳｷﾇﾏｶﾝﾉﾝ 浮沼名取線 1984 12.6 9.5 H30 Ⅰa
H27年度実施
支承補修（金属溶射）
排水管交換、再塗装

浮沼橋 ｳｷﾇﾏ 中田浮沼線 1981 11.5 5.6 H28 Ⅰa
山口橋 ﾔﾏｸﾞﾁ 楯岡北河島線 1998 40.0 11.0 H27 Ⅰb

瀬ノ川橋 ｾﾉｶﾜ 浮沼中央線 1981 11.0 5.0 H30 Ⅲ
沓座モルタルの欠損、支承の傾斜が確認される。
桁とパラペットが接触していることによる損傷が地覆と床版
に確認できる

裏田橋 ｳﾗﾀ 裏田線 1967 4.3 5.3 H30 Ⅰa
門前橋 ﾓﾝｾﾞﾝ 名取門前線 1968 2.8 4.2 H26 Ⅰa

極楽橋 ｺﾞｸﾗｸ 浮沼西郷小学校線 1981 12.8 4.0 H28 Ⅱ 床版にひび割れが確認される。

H24年度実施
桁塗装工、高欄交換、排水
管補修
H25年度実施
支承補修工、伸縮装置交換

共栄橋 ｷｮｳｴｲ 浮沼大槇線 1982 180.5 9.3 H29 Ⅱ 主桁、横桁にひび割れが確認される。排水管の脱落、配線
用のハンドホールの変状が確認される。

番匠面橋 ﾊﾞﾝｼｮｳﾒﾝ 大久保湯野沢線 1979 18.6 10.0 H26 Ⅰa
下高橋 ｼﾓﾀｶ 裏小路線 1979 9.3 4.1 H26 Ⅰb
白山橋 ﾊｸｻﾝ 曲松西線 1968 8.0 3.0 H26 Ⅰb
大久保的場橋 ｵｵｸﾎﾞﾏﾄﾊﾞ 高橋線 1983 10.9 4.0 H26 Ⅰa
ひわたし橋 ﾋﾜﾀｼ 稲下大久保線 1981 23.3 5.0 H30 Ⅱ 伸縮装置本体の変形とゴム材の劣化が確認される。

広面橋 ﾋﾛｵﾓﾃ 大久保西線 1980 16.8 4.0 H30 Ⅱ 主桁、床版に剥離・鉄筋露出が確認される。

小屋建橋 ｺﾔﾀﾃ 勤労青少年ホーム線 1983 18.4 5.0 H30 Ⅰa
北郷橋 ｷﾀｺﾞｳ 葉山中グランド線 1980 8.7 4.0 H26 Ⅰb
天神堂橋 ﾃﾝｼﾞﾝﾄﾞｳ 北山線 1981 13.0 4.5 H26 Ⅰa
めがね橋 ﾒｶﾞﾈ 葉山線 1963 11.3 3.0 H27 Ⅱ 床版及び下部工の石材部に隙間が確認される。防護柵の

支柱に欠損が確認される。

河原前橋 ｶﾜﾗﾏｴ 久保楯線 1954 5.1 4.5 H26 Ⅱ 床版及び下部工に剥離が確認される。
H29年度実施
橋面、断面、下部工補修
防護柵、排水管、水切り設置

湯ノ入橋 ﾕﾉｲﾘ 湯ノ入線 1968 3.2 11.8 H30 Ⅰa
矢木沢橋 ﾔｷﾞｻﾜ 矢木沢線 1978 7.4 2.7 H26 Ⅰb
八幡橋 ﾔﾜﾀ 湯野沢山際線 1982 5.6 7.2 H30 Ⅰa
塔の沢川橋 ﾄｳﾉｻﾜｶﾞﾜ 湯野沢山際線 1980 7.2 4.0 H30 Ⅱ PC主桁に橋軸方向のひび割れが確認される。間詰めコン

クリートに遊離石灰が確認される。
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補修履歴
所見等
※変状・損傷の概要
※判定区分Ⅱ以上を記載

点検
実施年度

橋梁全体の
判定区分

道路橋名 フリガナ 路線名
架設年次
（西暦）

橋長
（ｍ）

幅員
（ｍ）

天神橋 ﾃﾝｼﾞﾝ 冨本小学校線 1981 8.7 4.5 H26 Ⅰb
湯の入川橋 ﾕﾉｲﾘｶﾞﾜ 冨本小学校線 1988 7.7 5.0 H26 Ⅰb
下河原橋 ｼﾓｶﾜﾗ 下荒田巾木田線 1986 13.3 4.0 H26 Ⅰb
上河原橋 ｶﾐｶﾜﾗ 上河原線 1970 11.4 2.5 H27 Ⅰa
宮下橋 ﾐﾔｼﾀ 白鳥宮下線 1935 4.7 6.5 H30 Ⅰa
白鳥橋 ｼﾛﾄﾘ 白鳥深沢線 1950 3.6 5.1 H30 Ⅰa
参道橋 ｻﾝﾄﾞｳ 驚滝共栄線 1978 3.8 5.5 H30 Ⅰa
大入沢橋 ｵｵｲﾘｻﾜ 白鳥深沢線 1993 4.0 7.2 H26 Ⅰa
宮下西橋 ﾐﾔｼﾀﾆｼ 宮下中央線 1944 2.5 3.1 H26 Ⅱ 下部工に剥離が確認される。

黒木沢橋 ｸﾛｷｻﾞﾜ 黒木沢線 1969 9.4 3.5 H26 Ⅰb
小国沢川橋 ｵｸﾞﾆｻﾜｶﾞﾜ 大槇長峰線 1968 6.8 3.3 H26 Ⅰa
大石橋 ｵｵｲｼ 赤岩線 1976 18.4 5.0 H29 Ⅱ 地覆・高欄、親柱及び袖擁壁にひび割れや剥離が確認さ

れる。

観音橋 ｶﾝﾉﾝ 大高根演習場線 1996 18.7 7.0 H26 Ⅰb
芦沢橋 ｱｼｻﾞﾜ 中原中山大谷地線 1933 3.6 5.4 H26 Ⅰa
里橋 ｻﾄ 富並川鮭ふ化場線 1969 22.7 2.5 H26 Ⅰa
下小屋橋 ｼﾓｺﾞﾔ 増沢線 1971 22.5 4.0 H27 Ⅱ 下部工に剥離を伴うひび割れが確認される。支承本体のボ

ルトの緩み及び沓座モルタルの破損が確認される。

泥沢橋 ﾄﾞﾛｻﾜ 深沢線 1953 14.6 7.5 H30 Ⅲ
床版及び主桁の広範囲に剥離・鉄筋露出が確認される。
伸縮装置からの漏水が確認される。
コンクリート製の防護柵に剥離・鉄筋露出が確認される。

袖宿橋 ｿﾃﾞｼｭｸ 中山楯宿線 1931 5.2 4.5 H26 Ⅰa
葉ノ木田橋 ﾊﾉｷﾀﾞ 富並東線 1968 3.1 5.4 H30 Ⅱ 床版に剥離・鉄筋露出が確認される。地覆に変形・欠損が

確認される。

笛田橋 ﾌｴﾀﾞ 笛田的場１号線 1987 9.0 5.1 H26 Ⅰb
小国沢橋 ｵｸﾞﾆｻﾜ 沖みかの瀬線 1987 21.7 8.0 H30 Ⅰb
宝橋 ﾀｶﾗ 湯野沢線 1978 7.7 7.3 H29 Ⅱ
楯橋 ﾀﾃ 湯野沢線 1984 9.9 5.5 H26 Ⅰa
窪ノ目西橋 ｸﾎﾞﾉﾒﾆｼ 金谷原本飯田線 1978 4.5 5.7 H26 Ⅰa
窪ノ目東橋 ｸﾎﾞﾉﾒﾋｶﾞｼ 金谷原本飯田線 1978 4.5 4.7 H26 Ⅰa
雪の観音橋 ﾕｷﾉｶﾝﾉﾝ 三枚平線 1985 30.7 5.0 H29 Ⅲ

主桁支点部に板厚減少を伴う腐食、沓座モルタルの欠損
が確認される。高欄主ビームの脱落、排水管の腐食が確認
された。

浮沼南橋 ｳｷﾇﾏﾐﾅﾐ 浮沼南線 1984 7.6 4.0 H27 Ⅰa
船渡橋 ﾌﾅﾄ 最上川遊歩道１号線 1988 7.0 3.0 H26 Ⅰb

雪の吊橋 ﾕｷﾉﾂﾘ 最上川遊歩道１号線 1989 29.0 3.0 H27 Ⅱ 路面の木板・木材に老朽化による損傷が局部的に確認さ
れる。

H28年度実施
沓座補修（無収縮モルタル）
橋面補修、再塗装

南笛田橋 ﾐﾅﾐﾌｴﾀﾞ 的場住宅団地１号線 1990 23.8 12.0 H30 Ⅰa
中田橋 ﾅｶﾀ 中田浮沼線 1978 4.6 5.0 H26 Ⅰa
向田橋 ﾑｶｲﾀﾞ 北口下原線 1990 17.8 3.6 H30 Ⅰa
長峯橋 ﾅｶﾞﾐﾈ 弓田長峯線 1987 9.3 4.0 H26 Ⅰa
中村橋 ﾅｶﾑﾗ 中村遺跡線 1983 12.4 7.0 H30 Ⅰb
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補修履歴
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実施年度

橋梁全体の
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架設年次
（西暦）

橋長
（ｍ）
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（ｍ）

神田橋 ｶﾝﾀﾞ 湯沢西線 1978 4.3 4.0 H26 Ⅰb
飯島橋 ｲｲｼﾞﾏ 飯島一本柳線 1978 3.6 4.0 H26 Ⅰa
滝津川橋 ﾀｷﾂｶﾞﾜ 土生田東線 1988 4.1 8.9 H30 Ⅰa

竜神の吊り橋 ﾘｭｳｼﾞﾝﾉﾂﾘ 最上川遊歩道１号線 1993 157.0 1.5 H28 Ⅰb
H26、27年度実施
伸縮装置交換
下部工補修、再塗装

北畑橋 ｷﾀﾊﾞﾀｹ 白鳥長善寺線 1994 7.6 7.5 H26 Ⅰa
赤岩橋 ｱｶｲﾜ 八反水源地線 1994 52.7 4.5 H29 Ⅰa
新川橋 ｼﾝｶﾜ 八反水源地線 1993 18.4 4.5 H26 Ⅰa
七色橋 ﾅﾅｲﾛ 金谷東浦線 1996 5.0 7.0 H30 Ⅱ 下部工(支承隠し）に欠損が確認される。地覆に凍害による

剥離・鉄筋露出が確認される。

河島橋 ｶﾜｼﾏ 株川八反線 1994 52.2 7.0 H29 Ⅰa
川口橋 ｶﾜｸﾞﾁ 長島西山線 1995 42.8 8.0 H28 Ⅰb
若宮神社橋 ﾜｶﾐﾔｼﾞﾝｼﾞｬ 若宮神社支線 1997 8.1 5.0 H26 Ⅰa
八反橋 ﾊｯﾀﾝ 八反線 1997 55.0 2.5 H29 Ⅰa
高来沢橋(2) ｺｳﾗｲｻﾜ 若宮神社線 1968 5.5 2.2 H26 Ⅱ 主桁及び地覆に剥離・鉄筋露出が確認される。下部工に変

形・欠損が確認される。

楯岡名取橋 ﾀﾃｵｶﾅﾄﾘ 楯岡名取線 1998 3.4 7.0 H26 Ⅰa
北河島橋 ｷﾀｶﾜｼﾏ 河島浮沼線 1990 27.8 8.0 H29 Ⅰb
南河島住宅団地橋 ﾐﾅﾐｶﾜｼﾏｼﾞｭｳﾀｸﾀﾞﾝﾁ 南河島住宅団地線 1978 7.9 5.0 H26 ― 高速道路事業に伴い撤去

駅西橋 ｴｷﾆｼ 駅西線 2000 13.0 22.8 H26 Ⅰa
駅西１号線橋 ｴｷﾆｼｲﾁｺﾞｳｾﾝ 駅西１号線 2000 3.1 12.0 H26 Ⅰa
駅西北橋 ｴｷﾆｼｷﾀ 駅西４号線 2001 13.0 12.0 H26 Ⅰa
駅西３号線橋 ｴｷﾆｼｻﾝｺﾞｳｾﾝ 駅西３号線 2000 3.5 6.0 H26 Ⅰa
千座川橋 ｾﾝｻﾞｶﾞﾜ 大久保線 1993 16.7 9.3 H30 Ⅰb
高橋 ﾀｶ 大久保線 1977 6.4 7.5 H30 Ⅰb
徳内大橋 ﾄｸﾅｲｵｵ 新町南線 2003 254.4 9.0 H28 Ⅱ 床版下面の広範囲で遊離石灰が確認される。

俵町橋 ﾀﾜﾗﾏﾁ 新町南２号線 2004 13.4 5.0 H26 Ⅰa
本飯田東裏橋 ﾓﾄｲｲﾀﾞﾋｶﾞｼｳﾗ 本飯田東裏支線 1968 2.7 4.9 H26 Ⅰa
二十六夜橋 ﾆｼﾞｭｳﾛｸﾔ 中沢不動尊堂線 1989 8.6 4.0 H26 Ⅰb
中沢川橋 ﾅｶｻﾞﾜｶﾞﾜ 中沢不動尊堂線 1978 5.0 4.4 H26 Ⅰa
楯岡南河島第一橋 ﾀﾃｵｶﾐﾅﾐｶﾜｼﾏﾀﾞｲｲﾁ 楯岡南河島線 2000 7.3 8.0 H26 Ⅰa
楯岡南河島第二橋 ﾀﾃｵｶﾐﾅﾐｶﾜｼﾏﾀﾞｲﾆ 楯岡南河島線 2000 5.5 8.0 H26 Ⅰa
源太河原橋 ｹﾞﾝﾀｶﾞﾜﾗ 楯岡南河島線 2002 16.7 5.0 H26 Ⅰa
東新町橋 ﾋｶﾞｼｼﾝﾏﾁ 新町馬場線 1974 58.9 16.0 H26 Ⅰa
新町ふれあい橋 ｼﾝﾏﾁﾌﾚｱｲ 楯岡ローズタウン1号支線 2012 7.8 3.2 H29 Ⅰa
滝ノ沢橋 ﾀｷﾉｻﾜ 土海在家新田線 1990 6.8 4.0 H28 Ⅰa
三丁目橋 ｻﾝﾁｮｳﾒ 新町三丁目橋線 1983 4.5 2.5 H30 Ⅲ 橋台橋座支点部に剥離が確認される。


